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１．序論  

著者らは、動物細胞に遺伝子を導入する技術として、マイクロプラズマ法の研究を行っており、

導入機序に電流の寄与が大きいことを報告している[1] [2]。正弦波の場合、放電電流が流れる時間

が長いため電流値を大きくすると細胞が死滅してしまう。本研究では短時間で大きな電流刺激に

よる導入の可能性を確認するため、パルス放電を用いて遺伝子導入評価を行い、正弦波との比較

を行った。 

２．実験方法  

96ウェルプレートに播種したL-929細胞に対し、

培地除去後にプラスミド溶液(1 µg/µl)を滴下し、

GNDに接地された銅板電極上に静置した。液面か

ら0.5 mmの位置にある針電極に、パルス幅100 µs、

周波数2 kHzパルス電圧を最大1250周期印加し、プ

ラズマ処理を行った。処理後に培地を加え、24時

間培養した後、蛍光観察を行い、生存率・導入効

率を評価した。プラスミドはAcGFPを発現する

pAC-GFP-N1を用いた。 

３．結果と考察  

パルスと正弦波の印加電圧・電流波形を図1に、

蛍光観察の結果を図2に示す。パルス電圧でプラズ

マ処理を行ったサンプルでは緑色蛍光を発して

いることから導入が確認でき、パルス電圧印加に

よりマイクロプラズマ法と同等以上に遺伝子導

入が可能であることが明らかになった。パルス放電

はピーク電流が正弦波に比べ大きく、短時間しか流

れないことや周波数成分が大きく細胞質に対して

効果的に電力注入が出来たためと考えられる。 

４．まとめ  

パルス電圧を用いてプラズマを発生させて遺伝

子導入を試みた。その結果、マイクロプラズマ法

と同等以上の遺伝子導入が確認できた。 
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Fig.1 Voltage / Current Waveform.   

Fig.2 Fluorescent microscopy images of the 

AcGFP plasmid-transfected L-929 cells.   
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